
 学校便り第 14号でお知らせしましたが、８年以 

上も本校に勤務されました宮本支援員が退職されま 

した。 

その後任として、谷本 美和（たにもと みわ） 

支援員が、明日（１０月１日）から本校に赴任い 

たします。 

 谷本支援員は、本を読むのが大好きだそうです。 

 主に、６竹・４松・３松・３梅・２松・桃組の 

教室で子どもたちの学習や活動の支援をしていた 

だきます。給食は、４松です。 

 そうぞ、よろしくお願いいたします。 

【赴任前に来校して挨拶する谷本支援員】 

教職員の異動について 

Gakkino  

 

                    昨年度、ぐらぐらして危なかった「一輪車練習用手す 

り」（藤棚のすぐ横にあった青色の物）を撤去してから、 

ずいぶん長い時間が経ちました。その間、校舎の壁など 

を手すり代わりに練習している人を多く見かけました。 

そこで、この度、藤棚の支柱を利用し、足場用の鉄 

パイプを使って、「一輪車練習用手すり」を作りました。 

ジョイントの所は、けがをしないようにカバーも作っ 

ています。かなり頑丈に作ってはいますが、危険です 

ので、座ったり、ぶら下がったり、鉄棒の代わりに使 

ったりしないようにしてください。さっそくたくさん 

の子どもたちが使ってくれています。 

一輪車練習用の手すりを設置しました！ 

Gakkino  

 

最近の学校メインテナンス 

Gakkino  

 

 

                                      

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校便りは、原則、発行日に、ホームページにもアップします。 

 

 学 校 便 り  琢磨 

令和３年度 第 17号 R3.9.30 三豊市立詫間小学校 



真鍋校長の独り言 その 11 

近所の電気屋さんの店じまい 

 

 これは、今から１０年ほど前、アナログ放送対応のテレビ（小学生の皆さんはデジタルテレビ

しか知らないか･･･。申し訳ありませんが、お子様に「アナログテレビって何？」と聞かれたら、

分厚いテレビのことを教えてあげてください。）がまだあった頃、友人から聞いたお話です。 

 

 ２０１１年には、アナログテレビは、今のままでは観ることができなくなります。チューナー

（アナログテレビのままデジタル放送を見ることができるための機械）を買って何とか見るより

も、思い切ってデジタル放送対応の薄型テレビに買い換えた方がいいかなあと友人と話していた

時のことです。ふいに、その友人が、近所の小さな電気屋さんが閉店した話を始めました。 

 

友：「最近、うちの近所に立て続けに大手の家電販売店ができたんだよ。開店の前に、店長と名 

乗る人が、粗品を持ってあいさつに来たんだ。」 

私：「便利になっていいじゃないか。」 

友：「まあ、そうなんだけどね。○○電気です。来週オープンいたします。ご近所の皆様には、 

お騒がせしてご迷惑をおかけしますが、ぜひ、ご来店ください、と丁寧に『ご近所様割引 

券』まで置いていったよ。俺も、店をのぞきに行ったけど、品物は多いし、値段も安いな 

あと思ったよ。」 

私：「何か、買ったのか？」 

友：「乾電池でも割引券を使って買おうかと思ったけど、ちょっと気になることがあってやめた 

んだ。」 

私：「どうしたんだ。」 

友：「実は、うちの３軒隣は電気屋さんなんだよ。昔は、他に電気屋さんもなかったし、近所だ 

   ということで何かと安くしてもらったけど、最近は、すっかりご無沙汰しているよ。品数 

   も値段も、大きな電気屋さんとは違うしね。せめて、乾電池や電球くらいは、と思うんだ 

けど、こうなるとかえって行きづらいもんだよ。結局、乾電池は買わなかったんだ。」 

私：「分かるわ、その気持ち。それで、近所のお店でも新しくできたお店でも買ってないんだね。」 

友：「そうなんだ。ちょうどその頃、その近所の電気屋さんの親父さんが突然うちに来て、『今日 

は、閉店のごあいさつにうかがいました。うちの父があの店を始めてから６０年以上、私 

も、もう８０歳になりました。店をたたんでゆっくりしろと息子たちがうるさいものでね。 

これまで長い間、本当にお世話になりました。ありがとうございました。』と深々と頭を下 

げるんだよ。それで、『売れ残りの余った物で申し訳ないのですが、乾電池です。よかった 

ら使ってやってください。』と、何と単三電池を４本、差し出すんだよ。俺、はっとして、 

申し訳なくて、それは、いただけませんと何回も断ったんだけど、その親父さん、無理矢 

理、乾電池を置いていったんだ。」 

私：「不思議なこともあるもんだなあ、偶然とは思えないなあ。」 

友：「そうだろ！俺は、あの親父さんの後ろ姿が見えなくなるまで頭を上げることができなかっ 

たよ。あの親父さん、うちだけじゃなく、ご近所全部を回って、乾電池やら電球やらを置 

いていってるらしいよ。新しくできた大手の家電販売店さんは、この前、開店のあいさつ 

には来たけど、閉店する時にも、あいさつに来るんだろうか。どう思う？」 

私：「どうかなあ？」 

  

友人の話はこれだけでしたが、私はこのことが心から離れませんでした。私の家の近所の電気

屋さんのことも、ふと思い出してしまいました。そして、デジタルテレビを購入するのは、少し

先に延ばしてしまいました。 

 


